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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

森
林
の
価
値
と
ド
イ
ツ
と
の
交
流

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　学
長
●
涌
井 

史
郎

て
大
き
な
支
障
を
生
じ
せ
し
め
る
事
な
ど
が
そ
の

主
張
の
骨
子
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
今
霞
が
関
と
永
田
町
で
森
林
環
境
税

導
入
に
つ
い
て
の
論
議
が
佳
境
に
入
っ
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
前
述
し
た
主
張
の
よ
う
に
、

こ
う
し
た
新
財
源
が
確
保
で
き
れ
ば
、
幾
何
か
の

効
果
は
期
待
で
き
る
。
森
林
の
持
つ
多
目
的
公
益

性
と
、
林
業
経
営
の
現
実
と
の
乖
離
を
多
少
で
も

埋
め
る
こ
と
が
で
き
、
志
を
持
つ
自
治
体
が
財
源

を
得
て
上
・
中
・
下
流
域
を
一
体
化
す
る
森
林
・

林
業
の
新
た
な
施
策
展
開
が
期
待
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

し
か
し
水
面
下
で
は
、
国
民
か
ら
の
徴
収
額
を

巡
っ
て
激
し
い
駆
け
引
き
が
あ
る
。
ま
た
、
岐
阜

県
の
よ
う
に
既
に
そ
う
し
た
制
度
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
が
30
を
超
え
て
い
る
現
実
か
ら
、
そ
う

し
た
先
進
的
取
り
組
み
を
行
っ
て
施
策
の
体
系
が

一
定
程
度
の
熟
度
を
増
す
中
、
二
重
徴
税
の
議
論

が
徘
徊
し
、
結
局
は
国
が
先
進
自
治
体
に
対
し
、

後
出
し
じ
ゃ
ん
け
ん
的
位
置
に
立
つ
だ
け
と
い
う

過
ち
が
生
じ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

　

や
ら
な
い
よ
り
は
や
っ
た
方
が
絶
対
に
良
い
。

し
か
し
、
先
行
し
て
取
り
組
む
自
治
体
に
対
し
て

は
制
度
や
予
算
の
い
ず
れ
か
、
或
い
は
両
面
に
お

い
て
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
考
え
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
ろ
う
。
林
業
が
魅
力
的
な
事
業
と
な
り
、
潜

在
的
な
自
給
率
が
１
０
０
％
近
い
木
材
の
国
内
で

の
利
活
用
が
進
み
、
伐
っ
て
植
え
て
育
て
る
健
全

な
サ
イ
ク
ル
と
な
れ
ば
、
取
り
残
さ
れ
つ
つ
あ
る

山
村
社
会
が
息
を
吹
き
返
し
、
吸
収
源
そ
の
他
の

公
益
性
が
未
来
に
向
け
て
よ
り
着
実
に
担
保
さ
れ

る
こ
と
と
な
ろ
う
。

築
、
獣
害
対
策
担
い
手
育
成
、
森
林
施
業
の
各
分

科
会
は
定
員
を
上
回
る
参
集
が
あ
り
、
前
日
の
7

日
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た「
１
０
０
年

先
の
森
林
づ
く
り
を
見
据
え
た
人
材
育
成
」と
い

う
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
ま
た
立

ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

7
日
に
は
法
隆
寺
の
大
棟
梁
と
し
て
知
ら
れ
た

西
岡
常
一
氏
の
後
継
者
小
川
三
夫
氏
の「
木
の
い

の
ち　

木
の
こ
こ
ろ
」と
題
す
る
長
年
樹
と
対
話

を
し
、
千
年
残
る
木
造
建
築
を
目
指
し
、
古
寺

の
修
復
や
再
建
に
あ
た
っ
て
き
た
氏
な
ら
で
は
の

経
験
値
か
ら
の
木
材
に
対
す
る
見
方
と
、
そ
れ
に

取
り
組
む
人
材
育
成
の
肝
の
話
題
に
聴
衆
は
聞

き
入
っ
て
い
た
。
次
い
で
林
野
庁
森
林
技
術
総
合

研
修
所
赤
堀
所
長
、
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
林
業
大
学

B
astian　

K
aiser

学
長
、
日
独
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
礎
を
築
い
た
岩
手
大
学
・
鹿
児
島
大
学
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
澤
口
・
寺
岡
教
授
に
よ
る
学
術
講
演
、
最

後
に
筆
者
とK

aiser

学
長
、
そ
し
て
産
業
界
か
ら

飛
騨
産
業
㈱
岡
田
贊
三
社
長
に
よ
る「
林
業
・
木
材

産
業
を
担
う
人
材
に
求
め
る
姿
と
我
々
の
使
命
」

と
題
す
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
会
場
外
に
は
、
日
独
両
国
の
森
林
・
林
業

関
係
企
業
の
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
、B

toB

の
商

談
が
弾
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
全
て
を
概
観
す
る
と

　

さ
る
11
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で
日
独
林
業
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
を
開
催
し
た
。
昨
年
ド
イ
ツ

南
部
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
ロ
ッ

テ
ン
ブ
ル
ク
林
業
大
学
で
第
1
回
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
直
後
か
ら
本
学
が
幹
事
と
な
り
、
森
林
技
術

開
発
・
普
及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
参
画
を
得
て
相

互
訪
問
を
重
ね
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。

　

ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
林
業
大
学
と
本
学
は
、

２
０
１
３
年
に
岐
阜
県
と
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ク
州
が
協
力
協
定
を
締
結
し
た
の
に
伴

い
、
２
０
１
４
年
に
古
田
知
事
立
会
の
も
と
同
様

の
覚
書
を
交
わ
し
、
以
来
両
校
の
教
員
・
学
生
の

相
互
訪
問
が
続
き
、
相
互
の
知
見
が
高
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
森
林
技
術
開
発
・
普
及

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
員
の
3
回
の
訪
問
が
行
わ
れ
、

林
業
・
林
産
物
の
事
業
経
営
に
つ
い
て
、
多
く
の

有
意
義
な
収
穫
を
得
て
き
た
。

　

最
近
の
両
校
間
で
は
、
林
業
経
営
は
当
然
の

テ
ー
マ
と
し
て
、
個
別
的
に
は
獣
害
対
策
、
森
林

の
多
目
的
公
益
性
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
森

林
環
境
教
育
分
野
が
浮
上
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
多
く
の
林
業
・
林
産
物
利
用

関
係
者
の
ご
協
力
を
得
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

大
き
な
関
心
を
集
め
、
8
日
と
9
日
両
日
ア
カ
デ

ミ
ー
で
開
講
さ
れ
た
、
森
林
環
境
教
育
、
木
造
建

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
成
功
の
部
類
に
と
判

断
し
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
筆
者
は
次
の
事
を
主
張

し
た
。
先
ず
は
、
パ
リ
協
定
を
考
え
る
と
、
今
後

年
間
9
億
炭
素
ト
ン
を
吸
収
す
る
森
林
の
健
全
性

を
担
保
す
る
山
村
社
会
や
林
業
者
の
社
会
的
経
済

的
不
利
益
を
如
何
に
公
正
で
衡
平
な
方
向
に
誘
導

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
がS

D
G
s

な
ど
持
続
的

未
来
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。
次
に
、
森
林
・
林

業
、
木
材
加
工
、
木
材
利
活
用
分
野
が
、
そ
れ
ら

を
上
・
中
・
下
流
域
に
擬
え
捉
え
る
と
日
本
で
は

バ
ラ
バ
ラ
の
状
況
に
置
か
れ
、
地
球
環
境
問
題
に

対
し
重
要
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
頭
で
理
解
で

き
て
も
、
目
先
の
現
実
か
ら
は
実
感
値
に
乏
し
く
、

と
て
も
そ
う
し
た
方
向
に
結
集
で
き
な
い
。
そ
の

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
と
し
て
、
岐
阜
県
で
は
ア
カ
デ

ミ
ー
に
置
か
れ
た
支
援
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
と
な

り
、
ド
イ
ツ
と
連
携
し
つ
つ
上
・
中
・
下
流
域
を

一
体
と
し
た「
森
林
技
術
開
発
・
普
及
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」が
設
立
さ
れ
た
こ
と
。
最
後
に
い
た
ず
ら
に

木
材
産
業
だ
け
が
優
位
に
立
ち
、
山
元
一
人
負
け

の
構
図
を
続
け
る
と
営
林
意
欲
が
減
退
し
、
結
果

と
し
て
森
林
が
有
す
るC

O
2

の
吸
収
機
能
の
他
、

防
災
・
減
災
や
生
物
多
様
性
、
そ
し
て
人
々
の
精

神
性
に
寄
与
す
る
等
多
面
的
公
益
性
充
足
に
極
め

中野地区集会所
岐阜県郡上市八幡町稲成字シマクチ３６１番地６

木造化
木の香る
ぎふの施設
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施設の経緯
　昭和44年に建築された旧中野公民館老朽化のため、集会
所機能を近隣に移転することになりました。そこで岐阜県産の
スギ・ヒノキをふんだんに使用し、木の香りと温もりに満ちた
親しみやすい集会施設を建築しました。

ここに注目！！
●構造材、内装材にもスギ・ヒノキが多用され、木の温も
りが感じられる施設となっています。

●利用者を出迎える玄関ホールとポーチには、広々とした
ウッドデッキが施されています。

利用者の様子
●利用される住民のみなさんから、木材がふんだんに使用さ
れ、木の香りがし、空間がとても気持ちいいと好評です。

施設概要

事業主体 中野地区会

事業年度 平成28年度

構造・
延床面積

木造
104.90㎡

施設用途 地区会の集会

木材使用量
使用樹種

県産材使用量　37.03㎥（県産材使用率86%）
主な使用樹種：スギ、ヒノキ

県産材需要拡大施設等整備事業
5,000千円

全体事業費 17,576千円

舶家建築企画
エイム建築研究所

助 成 額

総合デザイン
設 計 者

株式会社　清水建設施工業者

平成28年7月～平成28年11月工　　期

施設全景

■問い合わせ先
　郡上市役所　総務部総務課
連絡先　ＴＥＬ ０５７５－６７－１８３２

会議室は25畳あり、
様々な用途に使用できます。

会議室の天井は、
梁・桁が見えるようになっています。
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